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刊行にあたっ て

　 島根県は、 中国地方の北部に位置し ており 、 北は日本海に臨み、 東西およ そ2 0 0 ㎞に

わたる細長い本土部分と 、 日本海に浮かぶ隠岐諸島で構成さ れています。 県の南側に連な

る中国山地にはブナなどの自然林が広がり 、 水質日本一に輝いた高津川をはじ め、 斐伊川

や江の川などの源流地と なっ ています。 古く から 農業や林業、 たたら 製鉄などが営まれ、

人の手の加えら れた里山などの形でも 自然が残さ れてきまし た。

　 また、 国内最大の汽水域でラ ムサール条約湿地に登録さ れている宍道湖・ 中海や特異な

地質形成、 独自の生態系などが認めら れ、 ユネスコ 世界ジオパーク に認定さ れた隠岐諸島

など、 優れた自然環境を有し 、 多様な野生動植物が生息・ 生育し ています。

　 一方で、 開発による生息・ 生育地の減少、 里地・ 里山の荒廃、 外来種の侵入、 地球温暖

化などにより 、 多く の野生動植物が絶滅の危機に直面し ています。 島根県の豊かな自然を

未来に引き 継いでいく こ と は、 今を生きる私たちの願いであると と も に、 私たちに課さ れ

た責務でも あり ます。

　 こ う し た中、 県では、 県内の希少野生動植物の状況について、 県民の皆様に情報提供を

行う ため、平成９ 年に「 し まねレッ ド データ ブッ ク 」 を発行し 、その後、２ 度の改訂を行っ

てき まし た。

　 また、 令和３ 年３ 月に策定し た「 島根県環境総合計画」 では、 人と 自然と の共生を確保

するため、 生物多様性を保全し 、 野生動植物の積極的な保護と 適切な管理に取り 組むこ と

と し ています。

　 こ のため、 令和４ 年にし まねレッ ド データ ブッ ク 改訂委員会を設置し 、 委員会での検討

を重ね、 こ のたび「 し まねレッ ド データ ブッ ク 2 0 2 6 」 を発行するこ と と なり まし た。

　 本書が、 島根の豊かな自然環境や多様な野生動植物を守るための基礎資料と し て活用さ

れ、 県民の皆様の自然保護に対する理解が深まる契機と なるこ と を期待し ています。

　 結びに、 し まねレッ ド データ ブッ ク 改訂委員会の皆様をはじ め、 本書の発行にご協力い

ただきまし た皆様に厚く お礼申し 上げます。

　 令和８ 年３ 月

島根県知事　 丸　 山　 達　 也
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■  改訂の背景

１ 　 作成・ 発行

　 平成５ 年６ 月に「 島根県貴重野生動植物選定委員会」 を 設置し 、 平成７ 年３ 月に学術的貴重性によ り 整理

し た「 島根県貴重野生動植物リ スト 」 を 作成。

　 こ のリ スト の中から 保護施策を 展開し ていく こ と を 主眼に選定し 、平成９ 年３ 月に初版と なる「 し まねレ ッ

ド データ ブッ ク 」 を 発行し た。

　

２ 　 こ れまでの改訂状況

　 ⑴　 平成1 6 年３ 月「 改訂し まねレ ッ ド データ ブッ ク 」 発行

　 平成1 3 年７ 月に「 し まねレ ッ ド データ ブッ ク 改訂委員会」 を 設置し 、 改訂を 行っ た。

【 改訂内容】

　 ・ 掲載種の見直し

　 ・ 国に準じ てカ テゴリ ー区分を 変更

　 ・ 分類群の追加（ 甲殻類、 ク モ類、 蘇苔類、 地衣類、 菌類など）

【 掲載種数】

　 ・ 3 1 5 種→8 3 6 種（ 5 2 1 種の増加）

　 ⑵　 平成2 5 年３ 月「 改訂し まねレ ッ ド データ ブッ ク 2 0 1 3 植物編」 発行

　 　 　 平成2 6 年３ 月「 改訂し まねレ ッ ド データ ブッ ク 2 0 1 4 動物編」 発行

　 平成2 2 年３ 月に「 島根県希少野生動植物の保護に関する 条例」 を 制定し 、 絶滅のおそれのある 野

生動植物の保護対策の強化を 図っ た。 こ の条例を よ り 効果的に運用する ため、 平成2 2 年1 1 月に「 し

まねレ ッ ド データ ブッ ク 改訂委員会」 を 設置し 、 改訂を 行っ た。

【 改訂内容】

　 ・ 掲載種の見直し

【 掲載種数】

　 ・ 8 3 6 種→9 4 4 種（ 1 0 8 種の増加）

　

３ 　 今回の改訂について

　 令和３ 年３ 月に策定し た「 島根県環境総合計画」 では、 人と 自然と の共生を 確保する ため、 生物多様性を

保全し 、 野生動植物の積極的な保護と 適切な管理に取り 組むこ と と し ている。

　 野生動植物の生息・ 生育環境は常に変化し ている ため、 絶滅のおそれのある 野生動植物を 保護する ために

は、 その実態を 把握するこ と が不可欠であり 、 し まねレ ッ ド データ ブッ ク についても 定期的な見直し が必要

である 。

　 こ のこ と から 、 今回、 最新の知見や現地調査に基づいた評価の見直し を 行い、 改訂する こ と と し た。
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■  改訂の概要

１ 　 検討体制

　 今回のし まねレ ッ ド データ ブッ ク の改訂にあたっ ては、 令和４ 年1 1 月に学識経験者等で構成さ れた「 し

まねレ ッ ド データ ブッ ク 改訂委員会」 において、 掲載種の見直し を はじ めと する 検討を 行っ た。

　 また、 委員以外にも 各分類群の専門家等に協力者と し て現地調査、 掲載種の選定、 評価及び解説原稿執筆

等についてご協力いただいた。

○し まねレ ッ ド データ ブッ ク 改訂委員

氏　 名 所　 属　 等 担当分類群

委員長 國　 井　 秀　 伸 国立大学法人島根大学名誉教授 維管束植物

委
　
員

秋　 吉　 英　 雄 元国立大学法人島根大学生物資源科学部准教授
両生類・ 爬虫類、 サン ゴ類、

海藻類（ 藻類）

大　 畑　 純　 二 元公益財団法人し まね自然と 環境財団客員研究員 哺乳類

桑　 原　 弘　 道 宍道湖魚類研究会代表 汽水・ 淡水魚類

越　 川　 敏　 樹 元島根県立宍道湖自然館館長 汽水・ 淡水魚類

佐　 藤　 仁　 志 国立大学法人島根大学非常勤講師
哺乳類、 鳥類、

汽水・ 淡水魚類、 甲殻類

鶴　 崎　 展　 巨 国立大学法人鳥取大学名誉教授 ク モガタ 類

戸　 田　 顕　 史
公益財団法人島根県環境保健公社

環境調査課課長補佐
陸・ 淡水産貝類

冨　 川　 康　 之 島根県中山間地域研究センタ ー研究調整監 菌類

宮　 永　 龍　 一 国立大学法人島根大学生物資源科学部教授 昆虫類

柳　 浦　 正　 夫 島根県立松江北高等学校教諭 維管束植物

八　 幡　 浩　 二
一般社団法人隠岐ジオパーク ツ アーデスク

代表理事
昆虫類、 維管束植物

淀　 江　 賢一郎 山陰むし の会 顧問 昆虫類

委
員
及
び

作
業
チ
ー
ム

（
注
）

井　 上　 雅　 仁 公益財団法人し まね自然と 環境財団 維管束植物

星　 野　 由美子 公益財団法人し まね自然と 環境財団 鳥類

森　 　 　 茂　 晃 公益財団法人ホシザキグリ ーン 財団 鳥類

林　 　 　 成　 多 公益財団法人ホシザキグリ ーン 財団 昆虫類

佐々木　 　 　 興 公益財団法人ホシザキグリ ーン 財団 汽水・ 淡水魚類

大　 浜　 祥　 治 山陰むし の会 昆虫類

（ 注） 作業チーム：  公益財団法人し まね自然と 環境財団、 公益財団法人ホシザキグリ ーン 財団及び山陰むし

の会には、 今回のし ま ねレ ッ ド データ ブ ッ ク 改訂作業に係る 作業チームと し て各委員・

協力者と の連絡調整や情報収集の取り まと めを 行っ ていただいた。

2



氏　 名 所　 属　 等 担当分類群

有　 田　 亜希子 島根県中山間地域研究センタ ー 菌類

安　 食　 一　 歩 日本野鳥の会島根県支部 鳥類

安　 藤　 誠　 也 公益財団法人し まね自然と 環境財団 哺乳類

石　 本　 賢　 治 日本野鳥の会島根県支部 鳥類

井　 原　 　 　 庸 - ク モガタ 類

井　 山　 　 　 明　 日本野鳥の会島根県支部 鳥類

岩　 田　 貴　 之 SAN -IN やすぎオオサンショ ウウオの会 代表 両生類・ 爬虫類

岩　 根　 　 　 響 島根県農林水産部 甲殻類

氏　 原　 靖　 志 山陰むし の会 昆虫類

鴛　 海　 智　 佳 ミ ナミ アカ ヒ レ タ ビラ 研究会 汽水・ 淡水魚類

小野村　 一　 人 - 両生類・ 爬虫類

尾　 原　 和　 夫 山陰むし の会 昆虫類

柏　 谷　 博　 之 国立科学博物館植物研究部 地衣類

上　 池　 貴　 晃 - サンゴ類、 海藻類（ 藻類）

川井田　 　 　 俊 島根大学エスチュ アリ ー研究セン タ ー 甲殻類

北　 山　 　 　 拓 山陰むし の会 昆虫類

北　 脇　 　 　 努 日本野鳥の会島根県支部 鳥類

桑　 原　 正　 樹 宍道湖魚類研究会 汽水・ 淡水魚類

桑　 原　 友　 春 高槻市立自然博物館 甲殻類

桑　 原　 一　 司 瑞穂ハン ザケ自然館 館長 両生類・ 爬虫類

劒　 持　 康　 弘 株式会社ウエスコ 昆虫類

小早川　 　 　 誠 山陰むし の会 昆虫類

小　 林　 和　 由 日本貝類学会会員、 山陰むし の会 陸・ 淡水産貝類、 昆虫類

小　 宮　 優　 人 国立大学法人広島大学大学院人間社会科学研究科 地衣類

小　 山　 凜　 斉 山陰むし の会 昆虫類

佐々木　 隆　 志 特定非営利活動法人アン ダンテ2 1 陸・ 淡水産貝類

澤　 田　 達　 也 島根植物研究会 維管束植物

汐　 田　 達　 哉 鳥取県生物学会 維管束植物

柴　 田　 一　 樹 島根植物研究会 維管束植物

清　 水　 加　 耶 島根大学生物資源科学部 昆虫類

白　 石　 泰　 志 島根県自然保護レ ンジャ ー 甲殻類、 陸・ 淡水産貝類

菅　 原　 弘　 貴 日本サン ショ ウウオ属と 人の会 代表 両生類・ 爬虫類

鈴　 木　 謙　 治 山陰むし の会 昆虫類

髙　 橋　 拓　 大 公益財団法人島根県環境保健公社 甲殻類、 陸・ 淡水産貝類

高　 橋　 雅　 雄 岩手県立博物館 鳥類

竹　 下　 俊　 治 国立大学法人広島大学大学院人間社会科学研究科 教授 地衣類

田　 原　 　 　 博 日本野鳥の会島根県支部 鳥類

辻　 井　 要　 介 みなも かん
汽水・ 淡水魚類、 甲殻類、 陸・ 淡水産貝類、 

淡水海綿類、 維管束植物

津　 島　 辰　 雄 島根植物研究会 維管束植物

寺　 岡　 誠　 二 公益財団法人ホシザキグリ ーン 財団 両生類・ 爬虫類

徳　 永　 　 浩之 - 両生類・ 爬虫類

内　 藤　 順　 一 広島県野生生物保護推進員 両生類・ 爬虫類

○協力者（ 選定・ 評価、 原稿執筆、 現地調査）
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氏　 名 所　 属　 等 担当分類群

永　 田　 正　 人 山陰むし の会 昆虫類

中　 野　 浩　 史 公益財団法人ホシザキグリ ーン 財団 汽水・ 淡水魚類

仲　 林　 和　 毅 国立大学法人広島大学大学院人間社会科学研究科 地衣類

新　 部　 一太郎 獨協医科大学 昆虫類

西　 崎　 政　 則 - サンゴ類、 海藻類（ 藻類）

野　 津　 貴　 章 - 維管束植物

井　 原　 　 　 庸 - ク モガタ 類

林　 　 　 裕　 一 - 海藻類（ 藻類）

原　 　 　 大　 和 公益財団法人島根県環境保健公社 陸・ 淡水産貝類

針　 本　 翔　 太 株式会社ウエスコ 、 鳥取大学大学院連合農学研究科 維管束植物

日　 高　 久　 志 一般社団法人コ ミ ュ ニティ パート ナーズ 代表理事 両生類・ 爬虫類

樋　 野　 耕　 一 山陰むし の会 昆虫類

廣　 江　 伸　 作 島根植物研究会 維管束植物

深　 谷　 　 　 治 特定非営利活動法人隠岐し ぜんむら 鳥類

福　 井　 修　 二 山陰むし の会 昆虫類

福　 田　 貴　 之 特定非営利活動法人隠岐し ぜんむら 陸・ 淡水産貝類

伏　 見　 　 　 純 公益財団法人し まね海洋館 両生類・ 爬虫類

星　 川　 和　 夫 元国立大学法人島根大学生物資源科学部教授 昆虫類

前　 田　 泰　 生 国立大学法人島根大学名誉教授 昆虫類

牧　 山　 優　 太 国立大学法人島根大学生物資源科学部 両生類・ 爬虫類、 甲殻類

増　 野　 和　 幸 下関市立自然史博物館 豊田ホタ ルの里ミ ュ ージアム 陸・ 淡水産貝類

益　 田　 芳　 樹 川崎医科大学非常勤講師 淡水海綿類

松　 田　 隆　 嗣 山陰むし の会 昆虫類

三　 浦　 憲　 人 公益財団法人ホシザキグリ ーン 財団 維管束植物

三　 木　 孝　 人 山陰むし の会 昆虫類

三　 島　 秀　 夫 公益財団法人し まね自然と 環境財団 昆虫類

皆　 木　 宏　 明 公益財団法人し まね自然と 環境財団 両生類・ 爬虫類、 昆虫類

宮　 崎　 惠　 子 島根県中山間地域研究セン タ ー 菌類

村　 上　 昌　 吾 公益財団法人し まね海洋館 両生類・ 爬虫類

文　 　 　 光　 輝 韓国・ 国立生物資源館 地衣類

森　 本　 涼　 介 山陰むし の会 昆虫類

森　 脇　 昭　 子 株式会社大隆設計 両生類・ 爬虫類

安　 原　 眞　 一 大田の自然を 守る 会 陸・ 淡水産貝類

山　 口　 冨美夫 国立大学法人広島大学 名誉教授 蘚苔類

山　 口　 勝　 秀 公益財団法人ホシザキグリ ーン 財団 汽水・ 淡水魚類

山　 田　 　 　 明 島根植物研究会 維管束植物

山　 本　 正　 志 山陰むし の会 昆虫類

吉　 田　 真　 明 - サンゴ類、 海藻類（ 藻類）

吉　 冨　 健　 一 国立大学法人広島大学大学院人間社会科学研究科 准教授 地衣類

渡　 辺　 勝　 美 特定非営利活動法人アン ダンテ2 1 陸・ 淡水産貝類

（ 敬称略、 5 0 音順、 所属等は令和８ 年２ 月末現在）

※写真撮影者は、 6 6 5 ～6 7 8 ページに掲載。
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２ 　 改訂方針

　 ⑴　 改訂作業について

　 　 ①改訂にあたっ ての考え方

　 前回改訂し たRDB（ 2 0 1 3 年及び2 0 1 4 年発行） の時点修正を 行う こ と を 基本と し 、 改訂委員およ

び協力者と の協議の元、 蓄積データ 、 文献調査及び現地調査等によ り カ テゴリ ー要件と 照ら し 合わせ

て再評価を 行う 。

　 　 ②情報収集の手法

・ 各委員及び協力者と の連携による 情報収集

・ 既存の文献・ 資料によ る情報収集

・ 必要に応じ て現地調査によ る 情報収集

　 ⑵　 カ テゴリ ーについて

　 　 ①カ テゴリ ー区分

　 前回のカ テゴリ ーと 同様と する。

　（ 絶滅、 野生絶滅、 絶滅危惧Ⅰ類及びⅡ類、 準絶滅危惧、 情報不足）

　 　 ②カ テゴリ ー要件

　 島根県では定量的に評価する ために必要な十分なデータ が得ら れない種も 多いこ と から 、 環境省

カ テゴリ ーの定性的要件のみを 採用する こ と と し た。 し たがっ て、「 絶滅危惧I類」 は、「 IA」 と 「 IB」

に区分はし ていない。

　 ⑶　 島根県固有評価について

　 掲載さ れた種について、 島根県の固有• 特産種、 中匡地方の固有• 特産種等、 全国的に分布域が局限さ

れる 種、 県内において分布域が隔離さ れている 種、 分布の限界が存在する種、 基準標本産地がある 種に

ついては、 絶滅の危惧の度合いによ るカ テゴリ ー区分と は別に、 県固有評価と し て評価区分を 並記する

こ と と し た。

　 ⑷　 分類群について

　 前回の分類群と 同様と する 。

（ 哺乳類、 鳥類、 両生類・ 爬虫類、 汽水・ 淡水魚類、 昆虫類、 ク モ類、 甲殻類、 陸・ 淡水産貝類、

サン ゴ類、 淡水海綿類、 維管束植物、 蘇苔類、 海藻類、 地衣類、 菌類）

　 ⑸　 選定対象範囲について

　 　 ①県内で生息生育の記録がある種

　 　 ②生物学的知見が比較的蓄積さ れている 種

　 　 ③陸産、 汽水・ 淡水産及び人為の影響を 受けやすい海岸棲の生物種

　 　 ④外来種は対象外

　 明治維新以降に煤外から 導入さ れた種を 外来種と し 、 外国から 導入さ れた種だけでなく 、 国内の他

の地域から 導入さ れた種も 外来種と し て対象外と し た。

⑤ 迷烏や迷蝶等、 県内に安定的に生息• 生育し ている と は考えにく い種、 確認記録がある が誤同定が疑

われる種は除く 。
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○カ テゴリ ーの定義

カ テゴリ ー及び基本概念 要　 　 　 件

絶滅　 Ex tin c t（ E X ）

本県ではすでに絶滅し たと 考えら れる 種

　 過去に本県に生息し たこ と が確認さ れており 、 飼育・ 栽培下を 含め、 本県で

はすでに絶滅し たと 考えら れる 種

野生絶滅

　 Ex tin c t in  the  W ild （ E W ）

飼育・ 栽培下でのみ存続し ている種

　 過去に本県に生息し たこ と が確認さ れており 、 飼育・ 栽培下では存続し てい

る が、 本県において野生ではすでに絶滅し たと 考えら れる 種

【 確実な情報がある も の】

　 ① 信頼できる調査や記録により 、すでに野生で絶滅し たこ と が確認さ れている。

　 ② 信頼でき る 複数の調査によ っ ても 、 生息が確認でき なかっ た。

【 情報量が少ないも の】

　 ③ 過去5 0 年間前後の間に、 信頼でき る 生息の情報が得ら れていない。

絶
滅
危
惧

絶滅危惧Ⅰ類

　 Critic a lly  End a n g e re d

　 　 + End a n g e re d（ C R + E N ）

絶滅の危機に瀕し ている 種

　 現在の状態を も たら し た圧迫要因が引き 続き

作用する 場合、 野生での存続が困難なも の。

次のいずれかに該当する 種

【 確実な情報がある も の】

　 ① 既知のすべての個体群で、 危機的水準にまで減少し ている。

　 ② 既知のすべての生息地で、 生息条件が著し く 悪化し ている。

　 ③ 既知のすべての個体群がその再生産能力を 上回る捕獲・ 採取圧にさ ら さ れ

ている 。

　 ④ ほと んどの分布域に交雑のおそれのある別種が侵入し ている 。

【 情報量が少ないも の】

　 ⑤ それほど 遠く ない過去（ 3 0 年～5 0 年） の生息記録以後確認情報がなく 、

その後信頼すべき 調査が行われていないため、 絶滅し たかどう かの判断が

困難なも の。

絶滅危惧Ⅱ類

　 Vu ln e ra b le （ V U ）

絶滅の危険が増大し ている 種

　 現在の状態をも たら し た圧迫要因が引き 続き

作用する場合、 近い将来「 絶滅危惧Ⅰ類」 のカテ

ゴリ ーに移行すること が確実と 考えら れるも の。

次のいずれかに該当する 種

【 確実な情報がある も の】

　 ① 大部分の個体群で個体数が大幅に減少し ている 。

　 ② 大部分の生息地で生息条件が明ら かに悪化し つつある 。

　 ③ 大部分の個体群がその再生産能力を 上回る 捕獲・ 採取圧にさ ら さ れている 。

　 ④ 分布域の相当部分に交雑可能な別種が侵入し ている 。

準絶滅危惧

　 N ea r Th re a tened（ N T ）

存続基盤が脆弱な種

　 現時点での絶滅危険度は小さ いが、 生息条件の変

化によっ ては「 絶滅危惧」 と し て上位カ テゴリ ーに

移行する 要素を有する も の。

次に該当する 種

　 生息状況の推移から 見て、 種の存続への圧迫が強まっ ていると 判断さ れる も

の。 具体的には、 分布域の一部において、 次のいずれかの傾向が顕著であり 、

今後さ ら に進行する おそれがある も の。

　 ①個体数が減少し ている。

　 ②生息条件が悪化し ている 。

　 ③過度の捕獲・ 採取圧に圧迫を 受けている。

　 ④交雑可能な別種が侵入し ている。

情報不足

　 Da ta  Defi c ie n t（ D D ）

評価する だけの情報が不足し ている種

次に該当する 種

　 環境条件の変化によ っ て、容易に絶滅危惧のカ テゴリ ーに移行し 得る 属性（ 具

体的には、 次のいずれかの要素） を 有し ている が、 生息状況を はじ めと し て、

カ テゴリ ーを 判定する に足る 情報が得ら れていない種。

　 ① どの生息地においても 生息密度が低く 希少である。

　 ② 生息地が局限さ れている 。

　 ③ 生物地理上、孤立し た分布特性を 有する（ 分布域がごく 限ら れた固有種等）。

　 ④ 活史の一部又は全部で特殊な環境条件を必要と し ている 。

区         分 要              件

島根県固有種・ 特産種
「 固有種」 は世界的に島根県だけに分布。「 特産種」 は世界的に分布があるが国

内では島根県だけに分布

中国地方固有・ 特産種・ 準特産種
「 準特産種」 は、中国地方を分布の本拠と するが、他地域にも 分布が見ら れる 種。

具体的には中国地方以外の数（ １ ～２ ） 県に分布するも の

分布域局限種
上記以外で全国的に分布が局限さ れる 種。 具体的には本県以外の５ 県前後に分

布する も の

隔離分布種 島根県内において、 分布域が隔離さ れている種

分布限界種（ 北限、 南限等） 島根県内に分布の限界（ 北限、 南限等） が存在する 種

基準標本産地 島根県内に基準標本産地がある 種について記載

○島根県固有評価の定義
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■  選定結果　

　 今回の改訂によ り 、 1 ,2 3 5 種が選定さ れた。 前回改訂と 比較する と 、 9 4 4 種から 2 9 1 種の増加と なっ て

おり 、 その内訳は、 新規選定3 6 6 種、 今回選定対象外と なっ たも のが7 5 種であっ た。

　 ま た、 カ テゴ リ ー区分の変更状況は、 上位カ テ ゴリ ー区分への変更が7 2 種、 下位カ テゴリ ー区分への変

更が1 6 種であっ た。

１ 　 今回選定さ れた掲載種数一覧

２ 　 前回改訂と 比較し たカ テゴリ ー等変更状況の一覧

分　 類　 群
絶　 　 滅
野生絶滅

絶滅危惧
準絶滅危惧 情報不足 合　 計

絶滅危惧Ⅰ類 絶滅危惧Ⅱ類 小　 計

哺 乳 類 4 9 8 2 1

鳥 類 1 2 0 1 7 3 7 2 4 2 0 8 2

両生類・ 爬虫類 1 5 6 1 6 4 2 6

汽水・ 淡水魚類 1 8 8 1 6 1 2 3 3 2

昆 虫 類 4 3 7 4 8 8 5 1 1 6 1 4 2 3 4 7

ク モ ガ タ 類 1 1 6 7

甲 殻 類 1 3 4 6 7 1 7

陸・ 淡水産貝類 8 2 1 2 9 1 0 8 4 7

サ ン ゴ 類 0 4 4

淡 水 海 綿 類 0 2 1 3

維 管 束 植 物 1 0 2 2 0 2 1 4 4 3 4 1 3 9 2 9 6 1 2

蘚 苔 類 1 2 3 6 2 1 1

海藻類（ 藻類） 2 2 2

地 衣 類 9 1 1 0 1 1 1

菌 類 5 5 7 1 1 3

合　 計 2 0 3 1 0 3 2 2 6 3 2 3 5 8 2 2 5 1 2 3 5

分　 類　 群

変更状況等の区分

小　 計 リ スト 外
変更無し

上位カ テゴリ

への変更
下位カ テゴリ

への変更
情報不足

から の変更
情報不足
への変更

新　 規

哺 乳 類 1 2 1 1 5 2 2 1 0

鳥 類 5 2 6 1 1 2 1 1 8 2 9

爬虫類・ 両生類 1 0 2 1 4 2 6 3

汽水・ 淡水魚類 2 0 2 1 9 3 2 1

昆 虫 類 2 6 6 1 0 5 1 0 9 4 7 3 4 7 4 2

ク モ ガ タ 類 3 4 7 1 1

甲 殻 類 1 3 1 3 1 7 3

陸・ 淡水産貝類 1 4 1 2 1 1 3 1 6 4 7 2

サ ン ゴ 類 3 1 4

淡 水 海 綿 類 3 3

維 管 束 植 物 3 0 1 4 1 6 1 3 1 2 5 0 6 1 2 4

蘚 苔  類 1 0 1 1 1

海藻類（ 藻類） 1 1 2

地 衣 類 6 5 1 1

菌 類 7 2 1 3 1 3

合　 計 7 2 1 7 2 1 6 3 7 2 3 3 6 6 1 2 3 5 7 5

7
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３ 　 掲載種数の推移

分　 類　 群 年　 度
絶　 　 滅
野生絶滅

絶滅危惧
準絶滅危惧 情報不足 合　 計

絶滅危惧Ⅰ類 絶滅危惧Ⅱ類 小　 計

哺 乳 類

H 1 6 4 1 2 （ 3 ） 9 4 2 0

H 2 5 4 1 3 （ 4 ） 9 2 1 9

R ８ 4 9 8 2 1

鳥 類

H 1 6 1 9 1 7 （ 2 6 ） 2 6 2 2 7 5

H 2 5 1 1 5 1 8 （ 3 3 ） 1 7 2 9 8 0

R ８ 1 2 0 1 7 （ 3 7 ） 2 4 2 0 8 2

両生類・ 爬虫類

H 1 6 3 （ 3 ） 1 0 1 3

H 2 5 2 （ 2 ） 1 2 1 1 5

R ８ 1 5 （ 6 ） 1 6 4 2 6

汽水・ 淡水魚類

H 1 6 1 3 9 （ 1 2 ） 6 3 2 2

H 2 5 1 6 9 （ 1 5 ） 7 1 2 4

R ８ 1 8 8 （ 1 6 ） 1 2 3 3 2

昆 虫 類

H 1 6 3 2 3 3 （ 6 5 ） 1 0 2 1 1 9 2 8 6

H 2 5 1 3 8 3 9 （ 7 7 ） 1 1 6 1 4 8 3 4 2

R８ 4 3 7 4 8 （ 8 5 ） 1 1 6 1 4 2 3 4 7

ク モ ガ タ 類

H 1 6 2 9 1 1

H 2 5 1 （ 1 ） 3 1 0 1 4

R ８ 1 （ 1 ） 6 7

甲 殻 類

H 1 6 1 （ 1 ） 6 7

H 2 5 1 （ 1 ） 7 9 1 7

R８ 1 3 （ 4 ） 6 7 1 7

陸・ 淡水産貝類

H 1 6 4 8 （ 1 2 ） 1 8 4 3 4

H 2 5 4 7 （ 1 1 ） 2 0 2 3 3

R ８ 8 2 1 （ 2 9 ） 1 0 8 4 7

サ ン ゴ 類

H 1 6 3 3

H 2 5 3 3

R ８ 4 4

淡 水 海 綿 類

H 1 6 2 1 3

H 2 5 2 1 3

R ８ 2 1 3

維 管 束 植 物

H 1 6 3 8 2 1 2 5 （ 2 0 7 ） 1 1 1 1 8 3 3 9

H 2 6 2 1 4 6 1 0 8 （ 2 5 4 ） 9 3 1 7 3 6 6

R ８ 1 0 2 2 0 2 1 4 （ 4 3 4 ） 1 3 9 2 9 6 1 2

蘚 苔  類

H 1 6 4 1 （ 5 ） 3 8

H 2 6 1 2 （ 3 ） 5 3 1 1

R ８ 1 2 （ 3 ） 6 2 1 1

海藻類（ 藻類）

H 1 6 1 （ 1 ） 1

H 2 6 1 （ 1 ） 1

R ８ 2 （ 2 ） 2

地 衣 類

H 1 6 5 1 （ 6 ） 6

H 2 6 5 1 （ 6 ） 6

R ８ 9 1 （ 1 0 ） 1 1 1

菌 類

H 1 6 5 2 （ 7 ） 7

H 2 6 5 2 （ 7 ） 3 1 0

R ８ 5 （ 5 ） 7 1 1 3

合　 計

H 1 6 9 1 4 5 2 0 3 （ 3 4 8 ） 2 9 2 1 8 6 8 3 5

H 2 5 /H 2 6 9 2 2 2 1 9 3 4 1 5 2 9 7 2 2 3 9 4 4

R ８ 2 0 3 1 0 3 2 2 6 3 2 3 5 8 2 2 5 1 2 3 5

8
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選定理由

　 県西部高津川の上中流域に生育場所が限定さ れており 、 その生育場所

で河川改修や用水路の改修、 温暖化影響と 考えら れる河川増水、 ツルヨ

シによる被陰が進行し ている。

概　 　 要

湖沼、ため池、河川などに生育し 、国内では本州及び九州にまれに分布。

韓国の一部地域では水田で多産するこ と が報告さ れているが、 国内の水

田から はほぼ絶滅状態のよう である。 北海道から 本州に広く 分布するバ

イ カ モに比べて葉や花が小形で、葉柄の長さ ４ －1 2 mm、葉身の長さ 1 .5

－３ cm、 花の直径約１ cm以下。 花柄はあまり 伸びず、 長さ １ －３ cm

の範囲にあるこ と と 、 果実に毛が無い点でバイ カ モと 区別するこ と がで

き る。 種子による繁殖のほか、 節から 不定根を 出し 、 切れも による栄養

繁殖も 行う 。

県内での生育地域・ 生育環境

　 県西部の高津川水系の上中流域にのみ生育。

存続を脅かす原因

　 河川改修、 用水路の整備、 温暖化影響と 考えら れる河川増水、 ツルヨ

シによる被陰。

特記事項

2 0 1 2 年３ 月に「 島根県希少野生動植物の保護に関する条例」 に基づ

く 指定希少野生動植物に指定さ れ、 保護管理計画が定めら れている。 地

域の有志やN POによ り 本川源流部や用水路への移植も 行われ、 県によ

る巡視活動も 行われているこ と から 、 以前に比べて絶滅の恐れは減少し

ていると 考えら れる。

（ 執筆者： 國井　 秀伸）
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カ テゴリ ー区分

2 0 0 4 2 0 1 3 /2 0 1 4 2 0 2 6

島根県固有評価

ー

環境省カ テゴリ ー

絶滅危惧ⅠB 類（ E N ）撮影者（ 提供者）： 自然環境課

絶滅危惧Ⅰ類（ CR + E N ）

ヒ メ バイ カ モ
キンポウゲ科

Ran u n cu lu s kad zu sen sis M akin o

絶滅危惧Ⅰ類
（ CR＋E N ）

絶滅危惧Ⅰ類
（ CR＋EN ）

絶滅危惧Ⅰ類
（ CR + EN ）

■  選定種の解説項目と 内容

１ 　 構成

　 分類群ごと に、 概説（ 分類群についての概要や選定の概要などを 解説） を 掲載し 、 次に選定種ごと の解説

を 記載し ている 。 なお、 選定種の解説は、 対象分類群ごと 、 カ テゴリ ー区分ごと に掲載し た。

　

２ 　 解説項目と 内容

①　 動植物群名： 目名と 科名を 記載（ 維管束植物は科名のみ）

②　 種名（ 亜種名）： 和名と 学名を 記載

③　 島根県における カ テゴリ ー区分を 記載

④　 島根県における 固有評価区分を 記載

⑤　 環境省第４ 次、 第５ 次レ ッ ド リ スト のカ テゴリ ー区分を 記載

⑥　 選定理由： 選定評価し た理由を 記載

⑦　 概要： 形態、 生態、 国内分布などを 記載

⑧　 県内での生息地域・ 生息環境（ 生育地域・ 生育環境）

⑨　 存続を 脅かす原因： 掲載種の存続を 脅かす原因を 簡潔に記載

⑩　 特記事項： 特に記すべき 必要がある事項について記載

⑪　 執筆者： 本種の解説原稿の執筆者を 記載

⑫　 写真撮影者（ 提供者）： 本種の写真撮影者又は写真提供者を 記載

⑬　 参考文献： 本種の解説原稿を 執筆にあたり 参考にし た文献を 記載

①

②

③

⑫

⑥ ⑧

④

⑤

⑨

⑩

⑪

⑦

⑬
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